
転
出
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト

鎌倉市における安定した雇用を創出する

鎌倉市の魅力に磨きをかけ、新しいひとの流れをつくる

鎌倉市で結婚・出産・子育ての希望をかなえる

次世代に続く鎌倉を創出する

鎌倉市まち・ひと・しごと創生に関する考え方の整理

１．豊かな生活を享受できる居住環境を維持しつつ、
住宅環境を整備します

２．観光振興やシティプロモーション等により、
さらなるブランド力の向上を図ります

３．文化の継承・創造・発信を行います

４．貴重な歴史的遺産、豊かな自然環境を保存します

（
転
入
・
転
出
）

社
会
増
減

若年層の転出

就学・就業を機会
に都内を中心に転

出

近隣市への転出

藤沢市・茅ヶ崎市
との間では転出超

過の傾向

都内からの転入

東京都特別区部か
らの転入超過が社
会増の状況を支え

ている

高い地価と
低い住宅供給量
都内への等距離の自
治体と比較すると、
地価が高く、新規着

工数も少ない

高い都市ブランド
各種ブランド調査等
において上位に位置
付けられ、「住みた
い街」としてブラン

ドが確立

利便性を求め転出
通勤・通学時間、都心へのアクセスが上位の理由

転居の際に重視される住宅にかかる費用
人口移動のボリュームゾーンである３０代では、

家賃・住宅価格が転居の際に重視される

自然環境等の魅力による転入
転入理由では自然環境や街並みなどの魅力が上位
※大船地域では「交通アクセス」などが上位

（
労
働
人
口
等
）

昼
間
人
口

ベッドタウン
機能

在住者の勤務先
が、東京・横浜
の割合が高い

昼間人口の高い
産業構造

流出・流入とも
に多く昼夜間人
口比率0.98

情報サービス業の従業者数割合
が他市と比べ相対的に高い

観光関連産業（飲食・小売・宿
泊）が多くの従業員数を抱える

「医療」「福祉」「学習支援」
で雇用数が増加してきている

１．起業支援・企業誘致を行います

２．雇用の場の創出・拡大を図ります

３．様々なライフステージ、キャリア等に応じた
就労環境を整備します

１．生活しやすい市街地を形成します

２．安全で快適な道路・交通体系を整備します

３．健康寿命の延伸を図ります

４．地域コミュニティの活性化を図り、地域力を高めます

総合戦略策定へ向けた視点

首都圏で上位の平均課税対象所得

産
業
分
析

雇用の場の拡大により、転出抑制と人口構造の若返り化を図る

拮抗しつつある転入出数（社会移動）についての分析

はたらく場としての鎌倉についての分析（昼間人口の分析）

小規模事業所が多い

１．結婚・出産に関する障壁を取り除きます

２．職場におけるワーク・ライフ・バランスを向上させます

３．子育て支援を行います

４．教育環境の充実を図ります。

出産に対する意識（障壁）

（
自
然
増
減
）

出
生
・
死
亡

未婚・晩婚
・晩産化の進行

特に女性では生
涯未婚率が平均

より高い

高齢化の進行
30%を超える高

齢化

女性の社会進出に
よる未婚・晩婚・

晩産化

市内女性で大卒等
及び正規雇用の割
合が高い

⇒高学歴化する自
治体では出生率が
低い傾向

子育て
費用

結婚に対する意識 市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

収入面の不安
年齢・身体的

理由

積極的理由が欠如

子育てママ
との懇談会

都内へ通勤 保育環境 出産後の再就職

低い出生率と高齢化がもたらす自然減の現状についての分析

仕事の継続希望趣味・娯楽

結婚資金（男性）

女性の社会進出に対応した結婚・出産・子育ての環境づくり

まちのブランドを保ち向上させることで、引き続き転入増を見込む

鎌倉を特徴づける産業の振興により

雇用の場を確保し、職住近接のライフスタイルを実現する
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